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exemplify that, this paper focuses on various depictions of underage drinking in Anime and analyzes those 
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１．はじめに 

本研究は，近年の日本のマンガ・アニメ・ゲームを

中心とする，いわゆる「オタクコンテンツ」の領域に

おいて，表現に対する「自主規制」がどのように行わ

れ，どのように受け取られているか，その構造と特質

を解明し，記述することを試みるものである。 

「自主規制」は，法的な強制力を伴うものではなく，

文字通りに捉えれば，表現者によって自主的・自律的

に行われているはずである。しかし，実際は他律的な

要素も大きく，「強制された自主規制」と言い得る場

合もある1。この「自主規制」をいったん受け入れた

表現者は，それでも可能な限り自由な表現を追求し，

さまざまな表現上の創意工夫を凝らすことになる。 

そうした表現例として，本稿では，テレビアニメに

おける「未成年者2」（正確には，未成年者として描

かれる・受け取られる架空のキャラクター）の「飲

酒」（およびそれに付随する「酩酊」）シーンの実例

を取り上げ，分析を行う。 

そこでは，「未成年者の飲酒を肯定するような描写

をしてはならない」という自主規制から逃れるための

エクスキューズ（言い訳，口実）を用意したり，当該

自主規制による表現上の制約が存在すること自体をギ

ャグにしたりするなど，自主規制を言わば「ネタ」と

して「メタ」的に扱うような表現のヴァリエーション

が極めて豊富に観察される。表現者にとって不本意な

自主規制すらも，ストーリーに取り入れて「ネタ」に

してしまうという，巧妙な工夫が見られるのである。

さらには，視聴者も自主規制の存在を広く認識するよ

うになってきているので，表現者と視聴者の間にも，

「ネタ」としての自主規制を共有して面白がりもする

「共犯」関係が成立しつつあるのである。 

そうした事例の分析を通して，自主規制が，「法に

よらない自主的・倫理的ルール」という以上の意味を

                              
1 「自主規制とは何か」という総論的考察については，原

田（2011b）でその一端を展開したので，本稿では措く。 
2 本稿では 20歳未満の者を指す。 

持ち始め，「ネタ」として消費される対象にも変容し

ている近年のコンテンツ文化の先端的実態を明らかに

することが，本研究の目的である。 

 

２．テレビアニメの自主規制 

(1) 規制の構造 

テレビアニメに対しては，まず放送一般に対する規

制が適用される。放送法3条では放送の自律が謳われ

ており，放送に対する規制は，放送局が設ける番組基

準・放送番組審議機関による自主規制が中心となる。 

実際には，放送局の考査によって，具体的な描写の

可否が検討されるが，その詳細は一般には公開されて

いない。そのため，自主規制の内実を明らかにするに

は，自ずと研究上の限界もある。 

このほか，NHKと日本民間放送連盟によって設置

された第三者機関として放送倫理・番組向上機構

（BPO）があり，放送番組に対する審議・勧告等を行

っている。 

なお，一口にテレビアニメと言っても，地上波・

BS・CS・CATVなど放送の種類によっても，基準の

程度は異なる。放送局によっても基準が異なり，同じ

作品でも，微妙に異なったヴァージョンで放送される

こともある3。 

また，近年はインターネットでのアニメ配信が急増

しているが，「放送」とは規制の枠組みが異なるので，

本稿では措く。 

 

(2) 規制の対象 

テレビアニメにおいて，具体的にどのような描写が

自主規制の対象になっているか，筆者の調査に基づき，

類型別に整理したものを，表1に掲げる。 

                              
3 現状では，それらの放送素材がすべてアーカイブされ，

公開される状況は期待できない。したがって，本研究では，

筆者が視聴し，かつ証拠資料として適法に録画できた素材

をもとに考察を行う。テレビ番組研究の困難さについては，

伊藤，藤田（1999:12-13）も古くから指摘している。 



 

 

表 1 自主規制の対象となる描写 

カテゴリー 例 

性 裸体，性器，性交，性的行

為，自慰，排泄，下着の露

出，過激な水着，特殊性癖，

性具，性器に似た形状の物，

卑猥な文字・音声 

暴力・残虐 暴行，殺人，強姦，拷問，血

液，身体の欠損・分離，死

体，児童虐待，動物虐待 

犯罪・違法行為 放火，麻薬，痴漢，窃盗，売

買春，銃刀，賭博，器物損

壊，盗撮，飲酒運転，暴走運

転，交通違反（信号無視，シ

ートベルト・ヘルメット未着

用） 

未成年者の非行 飲酒，喫煙，深夜外出 

差別・偏見 性差別，人種差別，障害者差

別，職業差別，病気，差別用

語 

公序良俗に反す

るとされる事柄 

近親相姦，自殺，心中，不

倫，オカルト，反社会的勢力 

実在の人物等に

対する権利侵害 

名誉毀損，プライバシー侵

害，知的財産権侵害，営業妨

害，風評被害 

政治・宗教・文

化 

外交問題，政治家，宗教標章

（十字架），食事，習慣，ポ

ーズ・サイン，マーク 

不謹慎 災害，事故，戦争，人の死 

不快 吐瀉物，害虫 

映像手法 激しい明滅，サブリミナル 

 

 ただし，このような描写があれば常に規制の対象と

なるわけではなく，放送の種類，放送局の基準のほか，

放送時間帯，対象視聴者層，放送時期（現実の事件・

事故・災害の発生状況）などの要因によっても，規制

の有無・程度は異なり得る。 

 

３．未成年者の飲酒描写 

本稿では，テレビアニメに対するこれらの自主規制

のうち，未成年者の飲酒描写を取り上げる。 

なお，飲酒に類似する行為として「喫煙」があるが，

飲酒描写に比べると，喫煙・タバコがアニメで描かれ

る事例は少なくなっている。喫煙は端的に有害であり，

成人に対しても規制強化が進んでいる現状では，未成

年者の喫煙など論外だからであろう。一方，飲酒は，

「酒は百薬の長」とも言われるその害毒性のあいまい

さゆえに，表現としての取り扱いも，禁止一辺倒では

ない微妙な配慮の対象となる4。その意味では，飲酒

                              
4 ただし，飲酒運転の厳罰化（2001年に危険運転致死傷罪

新設），アルコール依存症への WHO・政府の対策，一気飲

み防止キャンペーンなど，飲酒に対する風当たりも強まっ

ている。テレビアニメではないが，2001年公開のアニメ映

画「クレヨンしんちゃん 嵐を呼ぶ モーレツ！オトナ帝国の

描写は，表現の余地がなお残されている領域であり，

より興味深い研究素材と言える。 

「日本民間放送連盟放送基準」22 項には，「未成

年者の喫煙，飲酒を肯定するような取り扱いはしな

い」とある。日本民間放送連盟（2017:12）では，

「未成年者の喫煙，飲酒は法に反していることとして

取り扱うようにしなければならない」と解説され，

「未成年者飲酒禁止法5」が参考法令として挙げられ

ている。 

そこでは，未成年者の飲酒を「肯定」的に扱うこと

が禁止されているので，飲酒によって健康を損なうな

ど，否定的なシークエンスで描くことは許容されてい

ると言える。しかし，「肯定」的かどうかの判別は相

対的なため，未成年者の飲酒描写そのものを避けると

いう安直な方向に表現が向かう可能性もある。 

また，同基準の特徴として，フィクションにも適用

されるという点も挙げられる。すなわち，実際に未成

年者が飲酒するか，ドラマの中で演技として飲酒する

か，アニメのキャラクターが飲酒するかは問わない。

報道・情報番組やコマーシャル6のみならず，ドラマ

やアニメのようなフィクション作品の中であれ，未成

年者の飲酒を肯定的に取り扱うような内容は規制の対

象になっているということである。 

なお，「日本放送協会番組基準」には，特に飲酒を

名指ししての記載はない。「衛星放送協会放送基準」

3-4 項には，「法律で未成年者に禁じられている行為

を正当化することのないようにする」とある。「日本

ケーブルテレビ連盟放送基準」3 章(4)項は，民放連放

送基準と同一の規定となっている。 

 

４．描写事例分析 

 本稿では，数あるテレビアニメ作品の中から，年少

児童向けではなく，中高生以上の層をターゲットとし

た，いわゆる「深夜アニメ」に着目する。飲酒に興味

を持ち始める年齢層の視聴に対して，どのような配慮

がなされているかを観察するためである。表 2に，こ

の 10 年間に放送された作品の中から，筆者が確認し

た，未成年キャラクターの「飲酒」が描かれた事例を

ピックアップして掲げる。 

 そこでは，一見，未成年者の飲酒が描写されている

ように見えても，描写を正当化する何らかの口実が実

は用意されている。以下，そうした「エクスキュー

ズ」の類型別に，分析を行う。 

                                             

逆襲」には，しんのすけら幼稚園児がスナックで飲酒（ウ

ーロン茶？）したり，幼稚園バスを（無免許）運転したり

するシーンがある。当時も決して牧歌的な時代ではなかっ

たが，現在ではこのような描写は難しいであろう。同作は

むしろ大人向けの作品と評価されてはいるが，本来は子ど

も向けアニメであることを考えると，なおさらである。 
5 未成年者本人の飲酒を禁じる（ただし罰則はない）ほか，

未成年者の飲用のために酒を販売・供与した営業者への罰

則などを定める。 
6 酒類業界団体によって，「酒類の広告・宣伝及び酒類容

器の表示に関する自主基準」が定められている。 
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(1) 注意表示 

作品 1では，居酒屋で，社会人ではあるが未成年の

キャラクターが，酒に興味を示して口にしようとする

が，ぎりぎりのところで回避するという描写がある。

そのシーンに合わせて「20 歳未満の飲酒は法律で禁

止されています」という（古典的な）テロップが表示

され，さらに「お酒はハタチになってからだぞっ」と

いうキャラクターのセリフによって，視覚・聴覚と二

重に注意が喚起されている。なお，同作品のテレビ未

放送話（OVA）では，「ちょっと舌で舐めるくらい

なら…いいと…思うよ…。料理にもお酒…入れること

あるし…」という言い訳じみたセリフを伴いつつ，日

本酒（熱燗）を舌でぺろっと舐める程度の描写はある

（原作マンガにも同様の描写がある）。 

 作品 2でも，未成年者の飲酒は禁止されている旨，

キャラクターの会話の中で言及される。 

 

(2) ラベル 

 作品 3では，高校生キャラクターがワンカップ酒を

寝酒に嗜んでいるように思わせつつ，よく見ると瓶の

ラベルには「サイダー」と表示されているというオチ

がついている（なお原作マンガにはそのようなエクス

キューズはない）。 

作品 4には，未成年キャラクターが，酒場で飲酒に

耽り，酩酊している描写があるが，ウイスキーを飲ん

でいるように思わせつつ，実はそれは「ウーロン茶」

である旨，ボトルラベルに表記されている。他のキャ

ラクターも，「やめてください！ ウーロン茶をそん

な飲み方したら」「こんなにウーロン茶に溺れるなん

て」といったセリフを発し，あくまで酒ではなくウー

ロン茶に酔っているだけという主張をギャグとして展

開している。 

 作品 5 では，高校生キャラクターが，本人は「梅

酒」を飲んだつもりでいるが，実は「梅ジュース」に

すり替えられており，飲酒はしていないというシーク

エンスがあり，瓶に「梅ジュース 焼酎無」とラベル

されているカットが一瞬映ることによって，視聴者に

示される。 

作品 6には，飲酒しているとしか考えられないひど

い酔い方をし，くだを巻く少女キャラクターが登場す

るが，ボトルラベルに「ノンアルコール」と表記され

ているカットが映ることによって，エクスキューズに

なっている。 

作品 7でも，「炭酸 Sparkling Water」というラベル

のカットを一瞬映すことで，未成年キャラクターが口

にしているものは酒ではないというエクスキューズが

示される。 

作品 8も，大学 1年生（未成年）キャラクターが缶

ビールを飲んで酩酊している描写が 5分ほど続くが，

缶の表記やセリフによって，それが「ノンアルコー

ル」であることが示される。 

作品 9 でも，「よい子の 100％ぶどうジュース」と

ボトルラベルに表記されている。赤ワインを，その見

た目の類似性から「ぶどうジュース」であるとアピー

ルする事例は多い。 

アニメにおける「飲酒」の取り扱いとしては，「キ

ャラクターが飲んでいるものは酒である」ことを一応

は認めた上で「未成年者の飲酒は禁じられている（真

似をしないように）」と断りを入れるというスタイル

が古典的であった。しかし，近年はそれ以外にも工夫

が見られ，そもそも「キャラクターが飲んでいるもの

は酒ではない」という設定をアリバイ的に主張するタ

イプの描写が多い。ボトルラベルでさりげなく「ノン

アルコール7」アピールすることでエクスキューズと

するのが以上の事例である。 

 

(3) テロップ 

作品 10 では，未成年キャラクターが口にする純米

吟醸酒と思われる液体に「水です」と注釈を入れるこ

とで，エクスキューズとしている。なお，同作品では，

一見未成年のような美少女キャラクター（普段の姿は

高齢男性だが，この時点では明かされない）が，未成

年キャラクターに飲酒を勧めようとして，それを「い

けないこと」として自ら取り消すようなセリフもある。 

作品 11 では，カクテルグラスに液体が注がれてい

るが，「ジュースです。」というポップアップテロッ

プが表示される。 

画面にテロップを注釈的に挿入する手法は，前項の

ボトルラベル方式に比べると，やや不自然な表現では

あるが，ラベルを表示することが難しいケースではな

お用いられる。 

 

(4) キャラクターのセリフ 

作品 12 では，キャラクターのセリフのみによって，

ワイングラスに入っている液体が「ぶどうジュース」

であることが示される。 

作品 13 でも，実はワインなのではないかと疑わせ

るやり取りがキャラクターによってなされつつも，

「ワイン」とは決して言わず，あくまで「大人のぶど

うジュース」と言い張り，「真相」をうやむやにして

いる。サブタイトルも「君の瞳にぶどうジュース」で

ある。 

作品 14 では，キャラクターに「これノンアルコー

ルですわ」「これただの麦茶なのですけど」とわざわ

ざセリフを言わせる形でエクスキューズとしており，

やや説明的なセリフの挿入に不自然さも残る。ただし，

自主規制の事情を知る視聴者にとっては，これは「ネ

タ」として笑いの対象になる描写である。 

 

(5) シチュエーション 

作品 15 では，高校生キャラクター2 人が「水」，

大学生（成人と思われる）キャラクター2 人が「焼

酎」を手に乾杯したつもりが，誤って高校生側が焼酎

を飲んでしまったというシークエンスが描かれる。こ

れは，「口にしたものは実は酒ではなかった」という

これまでのケースとは異なり，未成年キャラクターが

                              
7 ただし，ノンアルコール飲料といっても，本来は成人の

飲用を想定したものであるから，必ずしもエクスキューズ

として万全とは言えない。 



 

 

明確に「酒」とされるものを口にし，かつ酩酊してい

る描写である。ただし，焼酎は透明だから水と見分け

がつかず，一種の「事故」だったから仕方がないとい

う，シチュエーションによるエクスキューズが成り立

つ事例とも言える。また，1960 年代を描いた作品で

あるため，現在よりは高校生の飲酒に対する社会的規

制が緩かった時代を描いているという面もある8。 

 

(6) 合法的飲酒 

 厳密には「飲酒」ではあるものの，慣習的に未成年

者にも許容されている「飲酒」は現実にも存在する。 

作品 16 では，神事の一環として，高校生キャラク

ターが「お神酒」を口にしている9。 

作品 17・18 では「甘酒」の摂取が描かれるが，甘

酒では通常至らないほどのハイテンションな酩酊描写

も伴っている。甘酒は，「アニメで唯一許された飲酒

行為」とも言われ，視聴者には定番のネタとして受け

取られている。 

酒を使った菓子も，酒の代わりにされることがある。

作品 19 には「ウイスキーボンボン」，作品 20 には

「ブランデーケーキ」，作品 21 には「ブランデー入

りチョコレート」が登場し，それぞれ摂取したキャラ

クターの酩酊状態が描写されている。洋酒入り菓子が

キャラクターを酩酊させるための方便に過ぎないこと

が，視聴者にも分かりやすい事例である。ただし，作

品 1の原作マンガにはウイスキーボンボンによる酩酊

描写があるが，アニメ化の際にはそのエピソードは採

用されていない。菓子とはいえ，アルコールが含まれ

ているため，子どもに食べさせるには向かないという

微妙さがある。 

作品 22 はやや変わり種であるが，「生いきビー

ル」という，水に溶かすと発泡し，ビールのような雰

囲気を味わえる子ども向けの駄菓子を摂取したキャラ

クターが，なぜか酩酊状態に至っているという描写が

ある。 

 

(7) 年齢・世界観設定 

作品 23 には，見た目は子どもなのに，作品の設定

上は大学生（成人）とされているキャラクターが缶ビ

ールを飲む描写がある。「麻冬さんが成人してるのは

わかってるけど，それは絵面的に……」と，自主規制

の存在をキャラクター自身が意識しているかのような

「メタ発言」もある。 

見た目が子どもでも，設定年齢が 20 歳以上であり

さえすれば飲酒描写が許されるかは，実は微妙な問題

である10。キャラクターの“年齢”は，実在人物の

                              
8 1990年放送のテレビアニメ「YAWARA!」32話では，短

大合格を祝う席で，高校 3年生キャラクターがワインを飲

むシーンが描かれており，この程度の未成年者飲酒には目

くじらを立てない当時の世相がうかがえる。 
9 ディスク版に収録されているキャラクターコメンタリー

でネタにされている。西尾（2012:67）参照。 
10  同様の論点は，「ヴァーチャル児童ポルノ」規制にお

いても現れる。例えば，アメリカの児童ポルノ防止法

「年齢」とは位相が異なる概念なので11，設定年齢を

20 歳以上としておけば，どのような描写も自由であ

るとは限らない。見た目が子どものようであれば，な

お「未成年者の飲酒を肯定している」と受け取られる

可能性が高いからである12。 

作品 24 も，見た目が子どものキャラクター2 人が，

「びう」と称するビール様の飲み物を摂取し，酩酊し，

じゃれ合い，鼻歌を歌い，「二日酔い」にも至るとい

う，5 分に及ぶ長い描写がある。これは現在の規制環

境下ではかなり勇気ある描写と言えるが，エクスキュ

ーズを探すとすれば，この作品の世界観設定が「文明

崩壊後の終末世界」であること（すなわち現在の常識

を適用しにくいこと），そもそも日本の話とも言って

いないこと，キャラクターの年齢も不詳であることが

挙げられる。ただし，作品名が「少女終末旅行」であ

るため，少なくとも「少女」を描いているという点は

否定できないであろう。 

 作品 25 も，見た目が子どものキャラクターらが，

ワインや日本酒とおぼしきものなど，ありとあらゆる

酒類を平然と嗜む様子が，表 2に掲げた放送話以外に

も複数の話数で描かれており，その堂々たる描写ぶり

は，まるで規制など存在しないがごとくである。エク

スキューズとしては，これらのキャラクターは身長

9cm の「こびと」であり，人間としては描かれていな

いという異世界設定が挙げられる。また，キャラクタ

ーの年齢も 23，24 歳などと設定されている13。しか

                                             

（Child Pornography Prevention Act of 1996）では，未成年者

の「ように見える（appears to be ）」性的描写も規制対象と

して定められていた（ただし違憲判決が下されている）。 
11 原田（2011a:132-133）参照。アニメという架空の世界に

おけるキャラクターの“年齢”は，現実の法が適用される

実世界の「年齢」とは異なる。また，せっかく架空の世界

を描いてるのに，未成年者飲酒禁止法という日本の現行の

実定法が適用される世界であると考えるのも，現実と虚構

の混同でしかない。アニメの冒頭には，しばしば「本作品

は実在の人物・団体・法律等とは関係がない」旨のテロッ

プが入っているが，それにもかかわらず，アニメの作品世

界内において登場キャラクターが実在の法律を遵守してい

るかどうかが焦点になってしまっている。問題はそのよう

な次元（キャラクターの設定年齢や，飲んだものが酒とい

う設定であるかどうか）ではなく，実世界の未成年者の飲

酒を肯定・惹起するような描写であるかどうかである。 
12 なお，テレビアニメ「たくのみ。」では，登場するキャ

ラクターがすべて 20歳以上である旨の説明が毎回なされ，

オープニングでキャラクターの年齢が逐一紹介されている。

たしかに同作品では，キャラクターの見た目も，少なくと

も幼い子どもには見えず，OLとしての会社勤めのシーンも

ある。元の原作マンガも，さまざまな酒の楽しみ方を紹介

するコンセプトの大人向けの作品であるが，未成年者が視

聴すれば酒に対する興味・憧れを抱く可能性はあるので，

アニメ化に際してエクスキューズを十分に用意しているこ

とがうかがえる。ただし，成人女性にとってのアルコール

リスクは特に強調されていない。 
13 樫木（2018:6, 10）参照。ただし，誤解を恐れずに言え



 

 

し，特に人間との対比シーンはないし，見た目が子ど

もで，公式ホームページ等でも「女の子」と紹介され

ているのが苦しい。内容自体はハイターゲットであり，

「こびと」の世界の中では，この風貌でも「大人」の

キャラクターと理解することも不可能ではないが，や

はり作品 24と同様の難点がある。 

 

５．「ネタ」化する自主規制 

 以上見てきたように，テレビアニメにおける未成年

者の飲酒描写と，そのエクスキューズの態様は極めて

多彩である。 

ところで，なぜエクスキューズを用意してまで，未

成年キャラクターの飲酒を描く必要があるのか。それ

は，飲酒そのものよりも，むしろその後に続く酩酊描

写を通して，キャラクターを魅力的に見せるためであ

る。ありていに言えば，「酔って赤くなった女の子

（男の子）は可愛い14」という視聴者のニーズに応え

るためとも言える。ストーリー上，「酩酊したキャラ

クター」を自然に登場させるためにこそ，トリガー・

アイテムとしての「酒様のもの」の摂取が要求されて

いるという言い方もできる。 

そこでは，単純に自主規制に屈して一切の飲酒描写

を放棄するのではなく，規制を回避・迂回するために

あの手この手のエクスキューズを用意するなど，自主

規制を逆手にとって，それ自体を新たなネタとして扱

おうとする表現者のしたたかな姿勢がうかがえる。自

主規制に対しては，表現に対する「萎縮効果」「過剰

規制」がしばしば懸念されるが，制約を前提に創作す

ることで，むしろ新たな表現が生まれている。逆説的

ではあるが，「規制が創る表現文化15」とも言えよう。 

一方，視聴者にとっても，何が規制されているかに

気づけてしまう自主規制は，もはや自主規制の用を足

さなくなっている。「ネタ」が割れてしまっているの

では，未成年者に悪影響を及ぼす描写を規制するとい

う本来の効果は乏しい。いくら「これは酒ではない」

「甘酒である」などとアピールしても，結局，キャラ

クターが酩酊している姿が描かれるのであれば，アニ

メの中の“酒”が本当の「酒」であるかを議論するの

                                             

ば，これはテレビアニメ化に合わせてのやや後付けの設定

のようにも思える。 
14 もちろん，タバコ・喫煙が「大人びた」「かっこいい」

イメージをキャラクターに付与するのと同様，酒・飲酒が，

成熟した大人のアイコンとして描かれる場合もある。 
15 マンガや小説では許容される表現が，テレビアニメ化の

際に新たに規制対象となることは多い。メディアの性質の

差異が表現のヴァリエーションを生む点では興味深い。テ

レビアニメ「ひだまりスケッチ」では，原作マンガにはあ

る「ゆの［高校生キャラクター］が酔っ払ってくだを巻く

シーン」を製作できなかった旨が，アニメ監督新房昭之に

よって語られている。蒼樹（2015:135）参照。また，マンガ

では比較的許容される「未成年の飲酒シーン」も，アニメ

化の際には自主規制が及ぶこと自体をギャグネタにしたマ

ンガとして，木尾（2016:82）参照。なお，このエピソード

自体は現時点ではアニメ化されていない。 

は意味がない（したがって，今後は，酩酊描写が規制

の中心としてターゲッティングされる可能性も否定で

きない）。 

表現者と視聴者の間にも，自主規制をネタとして共

有し，話題にし，嗤い，面白がりもするコミュニケー

ション空間が成立している。しぶしぶ従っているよう

に見せかけながら，実は楽しんでもいる。 

このように変容した「自主規制」は，もはや単純に

「自由の敵」ではなく，正面切っての「規制」対「自

由」の構図では捉えにくくなっている。自主規制によ

って面白さを失ってしまったアメリカン・コミックス

のような他のコンテンツ群に比べると，近年の日本の

テレビアニメが，「自主規制」を触媒として，特異な

創作・受容現象を生んでいることが分かる。 

 

６．おわりに 

 本稿では飲酒描写を取り上げたが，他にもネタ的に

扱われるテレビアニメの自主規制として，事例も多く

代表的なのは，やはり性的描写である。キャラクター

の性的部位が，「湯気」「謎の光線」「マーク」など

でマスクされて放送される。これらはパッケージディ

スクとして映像が販売される際には除去されることが

多いので，「自主規制」と言うより，パッケージの販

売促進戦略としての「差別化」に過ぎないのではない

かと視聴者から邪推されることもある。 

 性的描写の場合は，単純に問題の部位を隠せば済む

ことが多く，自主規制の態様は分かりやすいが，本稿

で検討した飲酒描写は，文脈・シークエンスや設定を

読み取らないと分からない高度なものも含まれている。 

 そうした事例の分析を経て，このコンテンツ領域に

おいて，「自主規制」が送り手・受け手双方にとって

特殊な意義を有していることを，明らかにし，記述す

ることができたと考える。 

 

参考文献 

1) 蒼樹うめ監修（2015）：『蒼樹うめ展』，産経新聞社． 

2) 原田伸一朗（2011a）：ヴァーチャリティ規制の萌芽 －

「準児童ポルノ」および「非実在青少年」規制について

－，『情報ネットワーク・ローレビュー』10，pp.125-

134． 

3) 原田伸一朗（2011b）：自主規制のモラリティ －表現規

制におけるソフトロー－，『日本社会情報学会全国大会

研究発表論文集』26，pp.71-76． 

4) 伊藤守，藤田真文編（1999）：『テレビジョン・ポリフ

ォニー －番組・視聴者分析の試み－』，世界思想社． 

5) 樫木拓人（2018）：『ハクメイとミコチ ワールドガイド 

足下の歩き方』，KADOKAWA． 

6) 木尾士目（2016）：『げんしけん 二代目の十二 (21)』，

講談社． 

7) 日本民間放送連盟（2017）：『民放連放送基準解説書

2014 2017補正版』，日本民間放送連盟． 

8) 西尾維新（2012）：『アニメ「化物語」副音声副読本

（上）』，講談社． 

9) 鈴木秀美，山田健太編著（2017）：『放送制度概論 －

新・放送法を読みとく－』，商事法務． 


